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（1）リンク交通量，時間占有率の短期予測（⼒⽯，Prateek，Varghese，美添，塩⾒，浦⽥）
平成30年7⽉豪⾬災害時の交通状態の短期予測を対象に，(1) 機械学習⼿法は，交通流理論が⽰唆するメカニズムを模
倣できているか︖，(2) 転移学習の適⽤により予測精度はどの程度改善するか︖の2点について検証．その結果，(1) 予測
精度が⾼い⼿法であっても交通渋滞の発⽣メカニズムを模倣したモデルとなっていないケースがあること，(2) 転移学習の適
⽤によりモデルの予測精度は⼤幅に改善することを確認．
（2）OD交通量の短期予測（浦⽥，⼒⽯）
平成30年7⽉豪⾬災害時のOD交通量の短期予測に深層学習モデルを適⽤．その結果，(1) 恐らくは標本数が限られてい
ることに起因して，予測精度の向上は限定的であること，(2) ただし，被災直後の規則性の低いOD交通量の予測において
は少ない標本数でも予測精度の改善に寄与することを確認．
（3）PP-SP調査による動的プライシングの影響評価（円⼭，早川，⼒⽯）
選好誘出システムとしての，プローブパーソン調査と選好意識調査を統合したPP-SP調査に基づき動的プライシングの影響を評
価する枠組みを構築．課⾦エリアを通過するトリップ完了直後に回答を依頼することにより，記憶の劣化に伴う回答値の信頼
性低下を抑制する仕組みを導⼊．2020年2⽉9⽇調査完了予定．
（4）PP-SP調査によるICT利⽤が⽣活⾏動に及ぼす影響評価（Safira，⼒⽯）
PP-SP調査に基づきICT利⽤が⽣活⾏動に及ぼす影響を評価する枠組みを構築．ICT利⽤（配⾞サービス，e-shoppin
g，デイバリーサービス等の利⽤）に関連する⾏動履歴を観測するとともに，e-サービス改善時の⾏動変容に関するSP設問
を導⼊．2020年2⽉3⽇調査完了予定．

2019年度（2年⽬）の活動概要 【成果】 査読付論⽂(5本[内4本査読中])，査読付国際学会発表8本，国内学会発表2本



(1)リンク交通量，時間占有率の短期予測 2
機械学習による渋滞メカニズムの模倣可能性

転移学習による災害時交通状態の推定

(2) OD交通量の短期予測

特徴量の重要度（XGBoost）

OD交通量予測のモデル構造

OD交通量予測モデルの精度⽐較
携帯電話の位置情報データ（モバイル空間統計データ）を
使⽤し，前⽇同時刻までのデータから，24時間後のOD交
通量を予測するモデルを複数構築しその精度を⽐較．発災
前，発災後いずれのケースにおいても，各層のニューロン数
の増加やドロップアウトの導⼊は予測精度の改善にほとんど寄
与せず．被災直後の規則性の低いOD交通量の予測にお
いては深層学習による予測が有効．

機械学習を⽤いた交通短期予測に関する論⽂レビューに基づき，交通短
期予測の⽂脈において広く使われている複数の機械学習モデルの挙動が
⼀般的な渋滞メカニズムを再現しているかどうかを確認．モデルの予測精
度と渋滞メカニズム記述⼒の間に明確な相関関係がないことを確認．

特徴量の重要度（DNN）

災害に伴う⼊出⼒関係の変化（Concept shift）に対応するため，転
移学習（ファインチューニング）を適⽤．転移学習により⼤幅に予測精
度が改善することを確認．

元ドメイン 災害前2年間のトラカンデータ（178カ所）

目標ドメイン
(学習データ)

7/12-18
(発災後
1週間)

7/12-18
(発災後
1週間)

7/19-25
(発災後
2週間)

7/12-25
(発災後
1-2週間)

7/26-8/8
(発災後
3-4週間)

7/12-8/8
(発災後1-
4週間)

目標ドメイン
(検証データ)

7/26-8/2
(発災後
3週間)

7/19-25
(発災後
2週間)

7/26-8/2
(発災後
3週間)

7/26-8/2
(発災後
3週間)

8/9-15
(発災後
5週間)

8/9-15
(発災後
5週間)

学習の種類 (数字はMAPE)
ファインチューニングなし(元ドメイン
＋目標ドメイン(学習データ)で学習)

38.677 22.631 34.864 30.718 23.440 30.009

ファインチューニングあり
(正則化項無) 19.257 18.142 22.501 22.211 16.215 16.838

ファインチューニングあり
(正則化項有) 19.108 18.101 21.422 22.211 17.265 16.097

転移学習によるCNN-BLSTMの予測精度(MAPE)の改善

呉市天応―広島市南区間
OD交通量予測誤差
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SP調査画⾯

選好誘出型プローブパーソン
(PP)調査︓動的プライシング

混雑課⾦対象エリア

(4) PP-SP調査によるICT利⽤が⽣活⾏動に及ぼす影響評価

PP調査画⾯

 ⾃動⾞にて課⾦対象エリアに流
⼊／通貨／流出するトリップに対
して，コードン課⾦システム，対
距離課⾦システムに対応するSP
調査を実施．

 トリップ完了直後に，トリップ情報
に基づき⽣成したPivot型のSP設
問を尋ねることにより，記憶劣化
に伴う回答値の精度低下を回避．

 2020年2⽉9⽇調査完了予定．

選好誘出型プローブパーソン
(PP)調査︓ICT利⽤
 我が国の今後の配⾞サービス導⼊

の在り⽅に関する知⾒を得ることを
⽬的に，既に配⾞サービスが普及し
ているインドネシア・ジャカルタ市にお
おいてPP-SP調査を実施．

 ICT利⽤（配⾞サービス，e-買物，
デリバリーサービス等の利⽤）に関
連する⾏動を詳細に観測．

 e-サービス改善時の⾏動変容に関
するSP調査．

 2020年2⽉3⽇調査完了予定．
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進捗状況
(1) リンク交通量/旅⾏速度の

短期予測⼿法の開発
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交通サービス設計に関連する学習アルゴリズムの⽂献レビュー，資料収集 (全員)

(2) OD交通量の短期予測⼿法
の開発

(3) 統合的な交通需要マネジメ
ント⼿法の開発

学習⽤需要データの整備
[トラカン，ETC2.0，デジタコ，

etc.]

学習⽤需要データの整備
[公共交通ICカード，モバイ
ル空間統計，アプリ利⽤履

歴, etc.]

供給データの整備
[ｼｪｱﾘﾝｸﾞ⾞両GPS，駐⾞場
利⽤データ，時刻表，etc.]

時系列データに対する学習ア
ルゴリズムに基づくリンク交通
量/旅⾏速度の短期予測アル

ゴリズム開発

⼩規模データを⽤いたアルゴリズムのプロトタイプ作成（全員）

ネットワーク上の学習アルゴ
リズムに基づくOD交通量の
短期予測アルゴリズム開発

最適モーダルミックス探索アルゴリ
ズム開発

利⽤者へのレコメンデーション⼿
法の開発短期交通予測

交通サービス主体間が協調する交通市場の実現に向けた国際シンポジウムの開催・報告書とりまとめ (全員)

統合的交通需要マネジメント⼿法
短期需要予測に基づく動的プラ

イシング

観光TDM調査100%
90%

100%

100%

70%100%

30%
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【今年度】 ２つのPP-SP調査の完了とデータ解析，論⽂の修正・投稿 (転移学習による災害時交通状態予測
精度の改善，SP調査の回答タイミングが回答値の精度に与える影響評価など)
【来年度】 (1) 交通マネジメントに必要な選好情報を即座かつ簡便に取得し，(2) 必要に応じてレコメンデーショ
ンを発信できる機能を有した交通マネジメント⽤アプリのプロトタイプを構築．レコメンデーション⽣成アルゴリズムの開
発．プロトタイプを⽤いた社会実験型調査の実施とレコメンデーションの効果検証．

90% 70%

今
後

の
予

定


